
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
令和4年度 日本ビリヤード協会関東支部 定時総会 
 
 
 
 
              

令和5年5月25日（木） 

 
 
 
 

ふれあい貸し会議室 原宿ファミリー 
 

 



 
 
 

令和４年度⽇本ビリヤード協会関東⽀部 定時総会 
 

 
 

令和5年5⽉25⽇(⽊) 14時 
ふれあい貸会議室原宿ファミリー 

         記 
 
第１号議案 令和４年度事業報告 
 
第２号議案 令和４年度収⽀決算報告 
 
第３号議案 役員改選 
 
第４号議案 令和５年度事業計画 
 
第５号議案 令和５年度収⽀予算書 
 
そのほか 

              
以上 

 
 
 
 
 

⽇本ビリヤード協会関東⽀部 

 



第1号議案 日本ビリヤード協会関東支部 令和4 年度事業報告 
 
 
 
  新型コロナウィルス感染が全国的に拡大している状況下、大会の延期･中止等が既に多
数出ており今後の見通しが不明瞭でした 
こうしたなか極力リスクと向き合いビリヤード事業がとまらぬよう努力いたしました。 
 
１  競技 
必須要件となる各大会の整備及びその運用に取り組んで います。今後も既存規程の見直
し修正を行い大会の実施に取り組みます 
NBA感染ガイドラインが2023年3月まで施行されていたことから、制限の多い環境下で
のトーナメント運営となりました 
特に日本主催大会 全日本スリークッション 全日本アマ四つ球 ジュニア９ボール 
全日本女子スリークッションなど感染対策に注意しながら執り行いました 
全日本3C選手権は成増アクトホールを使い無事成功いたしました 
ジュニア９ボール選手権大会も今年度は行い海外派遣選抜の選出に寄与いたしました 
学校対抗9ボールも本年度3月池袋ロサにて無事行いました 
 
2 組織 
加盟店活性化委員会を設けましたがあらたな加盟店プランも含め次年度にむけての 
一歩を構築いたしました 
 
3 普及事業 ・普及活動全般 
ジュニア9ボールや学校対抗などの若年層の大会を実施することで裾野をひろげ、来期へ
の展望に結びつけたいと思います 
 
4 財政規律 
厳しい財政状況の中、透明性をもって活動内容や財務内容を逐次整理発信して 
協会全体に対する不信感を極力払拭するように努力しました 
加盟店全体の料金も見直し、広く周知徹底しながら加入店舗数を増やし確かな運営を目指
します まだいたらないところもありますがよろしくお願いいたします 
 
5（公社）日本ビリヤード協会に関する提言 
加盟団体として大会感染ガイドラインの修正などを提言し 
感染ガイドラインは令和5年4月から大幅に改訂がなされました 
 
 
                                令和5年5月25日 



第2号議案 令和4年　日本ビリヤード協会関東支部　収支決算書 令和5年3月31日現在

収入の部 金額 備考 支出の部 金額 備考

会費収入 914,000 事業費 7,605,395

            大会開催事業費 237,600 段位戦メダル

            正会員会費収入 914,000 加盟店年会費 大会運営費 6,727,296 トーナメント経費

大会賞状 64,515 賞状代金

           広報費 140,984 カレンダー作成

大会開催収入 8,996,400           大会広告料 120,000 アマナイン他

          関東地区大会収入 8,477,000 段位戦ほかトーナメント          遠征費補助 315,000 選手渡航費

519,400 大会店舗分担金          段級位認定事業費 0 段位書き換え料今期未払い

カレンダー広告収入 100,000 管理費 1,351,308

100,000 アダム　淡路亭 BIZEN　 総会 24,260 総会費用

エンビジョン　ニューアート 支部分担金 500,000 公社）日本ビリヤード協会分

補助金収入 1,212,897 職員外部委託費 360,000 3万X12

         プレーヤー登録還付 766,500 CSカード1095名※1 雑費 100,448 郵送代事務用品コピーなど

          協力金収入 446,397 ジュニア学校補助　本部より 事務所賃料 360,000 新宿区霞ヶ丘町4-2-704号室使
用料

利息 4 インターネットバンキング 6,600 月額1100X6か月

普通預金利息 4 協力金 150,000

普及事業振興協力金 150,000 本部協力金会計納入

未収入金 432,863 未払金 252,471

学校対抗9ボール大会 432,863 公社）日本ビリヤード協会 段級位認定事業費 72,000 段級位公社）日本ビリヤード協
会支払い分※2

学校対抗9ボール経費 24,336

大会運営経費 156,135

収入合計 11,656,164 支出計 9,359,174

前期繰り越しⒷ 2,577,620 今期収支差額Ⓐ 2,296,990

前受け金Ⓒ 1,425,000 全日本3C5年分出場費広告
協賛費-前期前受金合計 前払い金 134552 134,552 全日本3Cスコアモニターレンタ

ル

次期繰越収支差額　Ⓐ+Ⓑ 4,874,610 当期末残高 6,165,058

※１ ＣＳカードの補助金は１名あたり700円　※2 昇段認定料（スリークッション段位戦）



 
第4号議案  日本ビリヤード協会関東支部 令和5 年度事業計画 

 
 
１  競技 
必須要件となる各大会の整備及びその運用に取り組んで います。今後も既存規程の見直
し修正を行い、大会の実施に取り組みます 
本年主催事業のうちすでに 
全日本3C選手権大会（東京/霞が関）4月8日から4月11日 
全日本女子3C選手権大会（東京/霞が関）4月15日から4月16日 
ジュニア9ボール女子海外派遣選考大会（神奈川/パラダイスたまプラーザ）4月29日 
ジュニア9ボール海外派遣選考大会（東京/池袋ロサ）4月30日 
また日本主催大会として 
全日本アマ四ﾂ球選手権大会（東京/学士会館）5月27日28日 
全日本女子四ﾂ球選手権大会（東京/学士会館）11月18日19日 
ほか関東主催大会として毎月選手権大会を開催する所存です 
 
2 組織 
加盟店委員会やポケット競技委員会など 普及全般にかかわるスタッフが不足しており 
今年度の課題といたします 
 
 3 普及事業 ・普及活動全般 
学生選手権は開催未定となっておりましたが本年から再開したいと思っております 
 
4 財政規律 
新しい加盟店プランにより加入店舗の増大をはかり、協会ならびにビリヤードの周知を 
広げ当会も加盟店の皆様もより収益の活性化が図れるように努力していきます 
 
5（公社）日本ビリヤード協会に関する提言 
前年提案しました感染ガイドラインの改訂が採択されました 
ひきつづき加盟団体としてさまざまな意見を提言いたします 

 令和5年5月25日 



令和5年　日本ビリヤード協会関東支部　収支予算書

令和5年5月25日

収入の部 備考 支出の部 備考

会費収入 事業支出

大会運営費 8,000,000 段位戦メダル など大会直接経費

正会員会費収入 1,140,000 加盟店年会費 プレミアム30
件スタンダード20件 遠征補助 300,000

広報事業費 300,000 年間トーナメントスケジュール作成
大会広告料

大会開催収入 段級位認定料 100,000

関東地区大会収入 8,000,000 段位戦ほかトーナメント 管理費

300,000 店舗ゲーム分担金 支部分担金 500,000

補助金収入 職員人件費 450,000 職員2名

プレーヤー登録還付 700,000 ＣＳカード本年度　1000名 事務所経費 150,000 郵送代事務用品コピーなど

事務所使用料 360,000

雑費 300,000

普及振興協力金 150,000 公社）日本ビリヤード協会協力金

予備費 4,404,610

合計 10,140,000 合計 15,014,610

前期繰り越し金 4,874,610

収入合計 15,014,610 次期繰越収支差額 0



第 3 号議案 役員改選 

理事会推薦リスト 

理事 

森 陽⼀郎       重任 

⽯井 宏       重任 

甲斐 譲⼆       重任 

⼩嶋 正史       重任 

中島 祐⼀郎      重任 

町⽥ 正       重任 

吉川 和良       重任 

 

 

監事 

平野 功材       重任 

峰 ⼤祐       新任 

 

理事⻑ 副理事⻑ 会計などの役職は理事会の互選により決定 



第 5 号議案資料 加盟店新料⾦ 
 

既存の会員様 

 

① プレミアム会員→従来の加盟店プランです 

今年度より⼤型店に対する上限⾦額を引き下げました 

年間会費 ５台以下 24000 円 ６台以上 30000 円 

ポケット キャロムすべての⼤会エントリーと⼤会会場使⽤ 

総会の議決権 郵送物の配布 

② スタンダート会員（新設）  

年間会費 12000 円 

ポケットの⼤会エントリーと総会の議決権 郵送物の配布 

③ 複数店割引 

① ②ともに２店舗⽬以降は１店舗につき年間 5000 円 

1 店⽬のプラン内容が 2 店⽬以降も反映されます 

複数店割引を利⽤される場合は 2 店舗⽬以降の総会議決権はありません 

 

新規加⼊の店舗様本年度⼊会⾦無料 

すでに加盟店の⽅で従来のプランから変更を希望される場合もご相談ください 

詳しくは関東⽀部 加盟店委員会担当者 までお問い合わせください 


